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成 （いぬ）年におも

4
・n
O
F
D

師走〈しわす）のあわただしさに加えて、年末、総選挙、知

事選挙と昭和の44年も去って、 ζ乙に、昭和45年の新年を迎え

た。ともかくも、あたらしい年をむかえることのできたよろこ

びを、おめでとうということばでいいあらわす。 月挫みな乙と

ばであるが、おめでとうございます。乙の言葉にすべての気持

ちがふくまれ表現されている。

自洋流にいえば、 1970年、日米安保改訂の年でもあり、また

万国博覧会が開催される年でもある。日本の安全を保つために、

戦後25年を経た日本の力を全世界に見てもらうためにも、まと

とに意義深い年である。

その昭和45年が、暦〈乙よみ） の上では、かのえ、いぬの年

にあたる。相かわらず古めかしいことをとのそしりを受けるか

も知れない、人類が、すでに月面に2回も足をふみ入れた今日

何をかいうとのおしかりがあるかも知れない。しかし、犬 （ワ

ン）公、月旅行達成のためにわたしも一役買ったその幼舗をお

忘れなくと、海の彼方の国より速ぼえをいたしておる。

犬ほど、我々人類と共に速い昔から生活を共にした家音はい

ない。約1万2平年前の旧石器時代からといわれ、新石器時代

の7千年の昔、明らかに、犬は家畜として人類と生活を共にし

たことがはっきりしているのである。全世界、いずれの聞にも

犬は生息し、人類のお役に立っている。

日本犬では、秋田犬、 ζれは大形であるが、中形では秋田マ

タギ、和歌山の紀州犬、布海道のアイヌ犬があるeまたしば犬

つ
や越の犬などは小形のJjでは1~i名である。乙のような純日本ス；

の保停は、動物愛護という立場からも皐くからなされている。

野良犬が幼児をかみころすなどの事件があって、政近は飼主

のない犬は容赦なく処分されているが、徳川時代、 ~：1'•1!桝吉ウL、

母への孝養と、あとつぎの出生を願って、 自らがいぬ年生まれ

でもあったため、生類あわれみの法俸を出して、特に犬の保護の

ためには、樽い人命が幾多失なわれたことは歴史の似えるとこ

ろであるが、時代のうつりかわりで、犬もとんだ災慌である

し、動物愛護の糟神とはうらはらな仕打ちともいいたいもので

ある。

1'Sから、犬箆fこすニならぬあいだがらとい5乙とばがあるごわ

たしたちの問聞に、 かりにそうした関係があるとしたならば、

日本のおとぎ話、鬼が胤の鬼jfil治ではないが、犬も』点も桃太郎

のおともをして大いに手舶をたてたi荊もあるもの倍、だれか犬

馬の労を取る者はなきか、 いたずらに、 犬猿たどならぬで過ご

していては、犬馬の令〈よわい一年令）を加えて老いこんでい

くだけ、そこに何らの進展も、光明もあったものではない。あ

えて、 ~itかいう 、低開発地践のある一面を思うが般に、 1f菰の

所感を、いぬ年にあやかったわけ。

1970年、大き くは日本国が、ひいては、わたしたちO，＇問辺

が、乙の勾：.がなすととろなく、いぬる（過ぎる〉作ではなく、

蛍l床ある年としなければならぬ。

（あさひ編集委員長九民 泊守）
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の
一
人
一
人
が
自
ら
の
意
志
を
自
由
に
表

現
し
、
自
ら
の
運
命
を
決
め
る
乙
と
が
で

き
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す。
さ
ら
に
経
済
大
国
と
し
て
、
あ
る
い
は

い
わ
ゆ
る
ク
開
か
れ
た
日
米
関
係
。
と
い

う
あ
り
か
た
の
な
か
で
、
囲
内
だ
け
で
な

く
、
世
界
に
対
し
て
も
、
責
任
と
道
義
あ

る
態
度
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
と
会
に
あ

た
り
．
私
た
ち
は
意
識
す
る
と
し
な
い
と

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
に

な
い
手
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
や
人
類
の
月
到
着
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
物
質
的
文
明
の
進
歩
は
は
か
り
し

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
疏
れ

の
な
か
に
あ
っ
て
、
進
歩
の
生
ん
だ
ゆ
が

み
と
精
神
の
混
迷
は
ま
た
憂
う
べ
き
い
く

た
の
現
象
を
ひ
き
起
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
、
新
し
い
一
年
の
は

じ
め
に
あ
た
り
、
深
く
思
い
を
い
た
し
覚

悟
を
新
た
に
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
－u

さ
て
昨
年
八
月
、
わ
が
町
は
米
留
何
の

大
災
筈
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
生
々
し
い

記
憶
な
ど
と
い
う
甘
い
も
の
で
は
な
く
、

今
な
お
復
旧
の
た
め
多
〈
の
か
た
が
た
が

粒
々
辛
苦
し
て
お
ら
れ
ま
ナ
。
そ
の
ど
背

労
に
は
心
か
ら
の
同
情
を
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
各
方
面
か
ら
た
ま
わ
っ
た
暖

か
い
応
援
に
対
し
ま
し
て
は
厚
く
お
机
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
と
い
う
乙
と
ば
が
あ
り
ま
す

が
、
わ
が
町
は
忘
れ
も
し
な
い
う
ち
に
災

害
が
重
な
っ
て
く
る
自
然
条
件
を
備
え
て

お
り
ま
す
た
め
、
こ
れ
が
対
策
の
万
全
を

期
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
さ
き
相
当

の
年
月
と
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
重
点
事
業
と
し
て
鋭
意
乙
れ
に
対
処

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
政
に
つ
き
ま
し
で
は
、
こ
こ
両
ご
一
年

に
わ
た
り
、
人
間
尊
重
、
社
会
開
発
、
そ

し
て
経
済
開
発
を
柱
と
し
て
、
レ
く
つ
か

の
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
か
、
い
ず
れ

も
い
ま
だ
不
行
問
の
点
が
多
く
、
小
職
と

か
っ
か
そ
う
よ
う

し
て
は
ま
乙
と
に
隔
靴
極
惇
の
憾
み
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

新
年
度
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
従
来
の

越
本
本
針
に
よ
っ
て
、
広
い
意
味
で
の
町

民
健
康
づ
く
り
、
教
育
振
興
、
道
路
郵
備

出
俸
と
河
川
を
含
む
災
害
対
策
．
開
店
山
漁

村
振
興
、
商
工
業
観
光
の
開
発
な
ど
を
一

段
と
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
税
の
税

負
担
率
の
軽
減
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
財
政
の
便
直
、
災
溜
復
旧

脱
政
の
転
換
な
ど
呼
・い
邸
一に
進
的
し
て
い

る
お
り
か
ら
‘
各
位
の
と
し

つ
正
と
と
ベ

年

頭

の

辞

朝
日
町
踏
会
随
長

上
島

栄

作

お
め
で
た
い
制
和
凶
十
一ム
年
の
年
一
叫
に

あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て
つ
つ
し
ん

で
ご
あ
い
さ
つ
を
巾
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
わ
が
町
に
と
っ
て
か
つ
て
な

い
大
き
な
水
害
を
空
け
ま
し
た
し
、
国
家

的
に
は
州
制
．怠
避
の
と
り
き
め
、
そ
し
て

ま
た
成
宋
に
か
げ
て
の
選
山手町子
、
あ
わ
た

ん
た
つ
に
よ
っ
て
、
な
お

一
一
脳
の
工
犬
を

乙
ら
し
な
が
ら
町
勢
発
展
の
た
め
じ
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
当
面
す
る
課
題
の
外
に

今
後
の
朝
日
町
の
開
発
に
と
っ
て
火
ぎ
な

支
点
と
も
い
う
べ
き
北
陸
自
動
坂
道
や
国

源
開
発
な
ど
の
問
題
は
、
残
念
な
が
ら
具

体
的
に
実
現
し
な
い
ま
ま
今
日
に
い
た
っ

て
あ
り
ま
す
。
今
後
な
お
時
の
経
過
も
必

製
か
と
存
じ
ま
す
が
、
常
に
こ
れ
ら
を
銘

記
し
、
相
知
機
を
泊
す
る
こ
と
な
く
前
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

な
に
と
ぞ
各
位
の
ご
協
力
と
ご
教
示
と
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ぶ

い
さ
き
か
蕪
静
を
つ
ら
ね
ま
し
た
が
、

お
わ
り
に
あ
た
り
各
位
の
ご
健
康
と
ご
清

栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
あ
げ
て
元
包
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

間
和
四
十
五
年
元
日

だ
し
い
う
ち
に
多
端
な
年
を
送
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
ホ
留
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

時
、
川
を
混
乱
の
状
態
に
お
と
し
い
れ
、

町
民
各
位
を
は
じ
め
関
係
方
面
の
並
々
な

ら
ぬ
ど
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ζ

と
に

た
い
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

ω意
ぞ
表
す

る
次
別
で
あ
り
ま
す
じ

明
け
て
附
利
四
十
五
年
は
、
先
す
も

っ

て
今
年
こ
そ
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
．
各
位
の

一一
闘
の
ご
繁
栄
と
わ
が
郷
土
が
平
和
な
蜂

か
丘
町
と
し
て
い
よ
い
よ
発
展
山
一
途
合

た
ど
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
念
じ
て
や
み
ま

せ
ん
。
本
年
は
先
ず
水
書
的
復
旧
を
は
じ
め
と

し
て
、
舷
築
の
電
源
開
発
山
実
現
、
北
陸

自
動
山中
道
や
、

ス
ー
パ
ー
林
道
的
開
設
促

進
に
よ
る
地
域
開
発
、
山
村
銀
問
現
象
業
、

a
a
T
n
b
n
o
 

農
林
漁
業
改
普
事
業
の
実
施
、
都
市
計
四

及
び
道
路
の
前
田
淵
並
び
に
厚
生
、
教
育
施

設
の
充
実
、
そ
し
て
ま
た
泊
病
院
の
経
営

相
マ
そ
の
他
数
限
り
な
い
問
題
を
ひ
か
え

て
お
り
ま
す
。

新
し
い
昭
和
四
十
五
年
は
、
ま
さ
に
復

興
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
暫
発
の
年
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
あ
た
か
も
、
国
政
並
ひ
に
県
政
が
と

も
に
新
し
い
局
聞
含
む
か
え
、
そ
じ
て
な

お
社
会
経
済
の
動
さ
は
さ
ら
に
激
し
さ
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
際

決
意
を
新
た
に
し
、
総
力
を
挙
げ
て
ど
期

待
に
乙
た
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
ず
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
各
位
の
一
腐
の
ご
支
援
、
ど

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申

し
あ
げ
ま
し
て
年
頭
ー
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

朝
日
町
文
化
財
調
査
委
員

任
期
満
了
に
な
っ
た
朝
日
町
文
化
財
調

査
委
員
の
後
任
と
し
て
、
次
の
七
氏
が
新

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
ο

大
菅
達
二

（泊）

再

遺止

群
平

（h
q
）

再

九
里
道
守

（
別
附
」

jlf 

野
島
二
郎
（
泊
）

再

竹
内
俊

（
笹
川
）

新潟

谷
口
文
興

（出）

長
山
仲
府
庖

（
山
崎
）

野f

（教
育
斉
員
会
）
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住竺政型計至
ひさあ

泥
海
と
化
し
、
八
U

万
円
に
の
ぼ
る
大
被

害
を
あ
た
え
た
。

教
育
委
員
会
で
は

万
艇
を
排
し
て
、
節

一
次
緊
急
復
旧
工
事

に
着
工
し
、
八
月
三

十
日
に
完
工
を
み
、

ど
う
に
か
第
二
学
期

の
学
習
に
こ
と
な
き

を
得
た
。

第
二
次
工
事
は
、

国
の
査
定
が
お
く
れ

た
た
め
、
十
月
二
十

日
に
着
工
、
十
二
月

十
二
日
に
完
工
し
、
と
こ
に
境
小
学
校
災

筈
復
旧
工
事
を
完
了
し
た
。

悲
惨
だ
っ
た
校
舎
の
儀
相
は
全
く
一
新

し
、
い
ま
は
当
時
の
惨
状
を
忍
ぶ
べ
く
も

な
い
。

惨禍の傷あと立派に回復

八
月
九
日
突
如
と

し
て
朝
日
町
を
製
っ

た
集
中
豪
雨
は
、
境

小
学
校
の
裏
山
を
崩

壇
し
、

一
瞬
に
し
て

術
庖
輩
、
便
所
を
倒

壊
、
校
舎
、
校
庭
を

こ
れ
は

一
軍
に
全
境
地
区
民
各
位
の
絶

大
な
ど
協
力
と
、
関
係
各
位
か
ら
の
般
か

援

護

事

業

功

労

者

と

し

て

更
回
四
佐
氏
に
厚
生
大
臣
表
彰

（駒話事紛詞）第173号(3) 

壁
護
事
業
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
去
る

十

一
月
二
十
日
、

厚
生
省
で
行
な
わ
れ
、

更
間
四
佐
氏
U
写
真
H

（
谷
）
が
厚
生
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

更
田
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
南
保
地
区

遺
族
会
長
に
就
任
以
来
今
日
ま
で
一

件十
三

年
間
に
わ
た
り
、
遺
脹
会
の
指
導
筒
成
な

ら
び
に
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
の
更
生

援
護
に
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
こ
の
た
び
の
栄
議
あ
る
厚
生
大
阪

表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
（
民
生
課
〉

い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、
紙
上
を
伯

り
て
惇
く
お
れ
中
し
あ
げ
ま
す
。

宣
旧
工
事
の
慨
要
は
次
の
と
お
り
で
す

記

第

一
次
工
事

流
土
処
分
正
事
一、

一

床
板
張
替
工
事
一
、
七
七
九
、

0
00
円

一
四
、

0
0
0円

第
．
一次
工
事

給
食
室
、
便
所
、
相
直
室
、
用
務
員
室

講
堂
床
強
替
、
雑
工
事

四
、
一

0
0、
0
0
0円

計

六

、
九
九
ご
1
0
0
0円

外
に
備
品
被
告

一
、
二

O
O、
0
0
0円

（
教
育
委
員
会
）

写
真
上
H
生
ま
れ
か
わ
っ
た
給
食
調
盟
室

境
小
学
校
に

災
害
見
舞
金

県
内
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

八
月
豪
雨
に
よ
り
太
き
な
災
害
を
受
け

た
境
小
学
校
に
対
し
、
択
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
見
抑
ふ
抗
争
受
領
い
た
し
ま
し

た
。
探
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
c

〈
ご
芳
名
〉

越
中
八
尾
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
氷
見

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
プ
、
高
岡
ロ
ー
タ
リ

ク－ア
プ
、
問
問
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

砺
波
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
、
砺
慌
雨
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
富
山
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
寓
山
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
魚
津
西
ロ

タ
リ
！
ク
ラ
フ

（
教
育
委
員
会
）

A ・ ........：.：.＿－－司曹唱闘脳髄 m あ代岡教大農六で O二 るの所 事他 「寸・5
蹄告書園田E祖国F ニ？咽腫輔畠~~ . 八る建轡室ホ協八、万七熱建ととがの山 ！ ム
主溜圏雲画面置・E・~~噂歯融齢kプ 写 。築室、 1事三鉄円千嵐物しのこセ｜崎 w ~ ~ 

5 型嬉且圃・・・ E冨里11; 9・If ~曹鷲函邑ニ 真 の、調ノν務、筋）余にで ‘公のン地 J函域 E
額通量盛書量昔蝿.＿＿. ，・.量証書ト 左 粋管盟（所二コを円よあ 二 民組タ区 町の i
こご司珊瑚聴寵蹟最悪勘 話 星雲奇襲三三；3丙Jq要注意山長 公文 i
E電園田町田自由ーニ~成（め均室宅自平りて回総地公、し悩願 民化 i

E ・・園田岡..，.圃・E・E・－圃・圏闘し 教たと（ 1 万 ｜建陣 工区 民ーた公い 品有
置 置圃園田園－・圃E圃.I轟置E・E・ た育豪を婦展怠米・ト築補費民館階。民だ 丘晶、1 ~ 
1・ ・圃・・・？里里里里I'!!!!! !!!I園田＝・山委 華配人示信） こ さ助、のとを 官官っ 皐イ E
ι 墨田園田画園圃圃量園圃圃」・・a温..  馬崎 員な 躍教室T 、階れ金 三盛 し愛 のた .I~ タ竺
§ ...... 圃薗圃圃・・・・・・・E冒闇F鞭竪翠雰 岬 唱公会もし室）千 一 建た 二一 りた協 まfr教 EY. I § 
~ 事＝函置園田園圏園田隈明璽饗璽謂悌伊側伊F 一一一 週 也 4 民 ）のた〉老ーとニ階（も 、 、上｛井事 策宵 ・i- •· ~ 
§ J ゆ？司晴樹醐欄間棚蹴横田v ・ －鮪 で近、人三は延の五Oが設務 工文 I_! ~ 

＼ 至

E八 内建木た充が建 完 た
E写 物造胞も実、物桜成桜昨 右長 ～－ ~ 

1 設の の 近を町し町年 一笹 川・ い霊 法
容積タ 0＞ 。必年 保た保十 企立問J－』← ； 

v ン内 嬰建刺青 U 育月 帯I昌一三＝一一一ー－ d 叫 ；c¥; ;: .~ ...三
E新 盟）一室保三プ主主 か物 j有所 所一 生~ ，不 （糠宝璽里里冨邑旨手孟主主~泌総；；； ． 
2築 ~－ 、宣言 （奇 O キ構 I? U) ［.，，は 新日 竺 。菅 幽週圃園田園園田園圃画面盟...  ・脳ふ
な 〈雑） 一 室 五 平造 新老て従 築か 工工z・・・・・・・・・・E認可塑－－・・・圃圃酪

~ ぅ ー 庫、室（・家次 築朽設来 工ら 芸； FJT・・・・・・・・・・・ t r・・・・・・・・・・・－~
5た （室（事） 二O建の を化け桜 事着 号暑 -----. J・・・・・・・・・・・・E
E桜民 ） ー 務、案三 之 迫とら iUJ が工 完 ・・・・園理!!P ~ ~胃F ，‘エ~・ ・
町 生 室室遊）平 お ら施 れ公 乙さ 勺で ・・・・~守司値・幽h . -__.,,.,,-, -
E保課 ）（制、万 り れ設て民 のれ 百E d不可~ ·－－－・圃..＿＿』.•· •. -• .－.『H ・
育〉 、一室乳米 。 て設い館 ほて’一 、押泊嶋舷窓~：.－ . ”～ 
E所 調室（児 い備たのどい コ hーー一ーコ盟 E ー『一一一一一一



安心して入院できる近代医術と機械のタイアップ
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(4) 
昭和 45年 1月I0日
月 刊（毎月I0 fl活行〉ひさあ（震諸説易会品）第173号

が
、
展
近
の
備
え
ら
れ
た
主
な
る
診
療
設

備
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内
科
、
放
射
線
関
係
と
し
て

近
年
の
医
学
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
、

刷
機
能
測
定
霊
位
、

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ー

プ
此
び
ガ
ス
ト
ロ
カ
メ
ラ
等
、

「
地
城
住

民
に
笛
泊
し
た
病
院
と
し
て
の
健
闘
行
川

の
鉱
充
」
を
ね

り
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彼
射
操
関
係
に
は
断
層
出
膨
装

置
、
透
硯
専
用
装
置
、
高
圧
娠
影
装
殴
等

の
外
に
‘
新
し
く
会
法
師
陣
作
式
X
線
テ

レ
ビ
淡
町

一
式
を
備
え
、
ガ
ン
、
判
け
カ
イ

ョ
ゥ
、
円
ホ
リ
l
プ
な
ど
単
期
発
見
の
治

療
に
威
力
を
発
揮
し
、

診
断
の
確
実
化
を

は
か
つ
て
い
ま
す
。
特
に

X
線
テ
レ
ピ
装

置
は
、
患
者
の
m
m
部
が
テ
レ
ビ
に
受
像
で

き
る
た
め
、
納
得
の
い
く
診
断
を
う
け
る

乙
と
が
で
き
ま
す
。

外
科
、
整
形
外
科
関
係
と
し
て

得
年
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
紋
急
忠
者

が
激
刑
し
て
い
る
今
日
、
「
こ
れ
ら
に
対

応
し
て
、
多
く
の
治
似
栂
械
や
施
設
の
抑

制
拡
充
を
は
か
る
・」
こ
と
が
、
近
代
病
院

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
云
え
ま
す
3

当
病
院
に
お
い
て
も
、
脳
外
闘
の
発
見

に
備
え
て
、
超
音
波
診
断
装
般
を
、
ま
た

手
術
円
余
此
び
運
動
訓
練
宅
を
光
災
し
、
股

近
は
、
水
治
飯
室
に
治
療
効
梨
の
多
い
ハ

合算課税から分離課税に

これは土地等の供給を税制の面から促進しょDとするもので、
税金は長期譲渡所得の場合は比較的低く、知WJ譲渡所仰の場合
は高くなります。くわしいことは税務調！にご相談ください。

I. 長期譲渡所得

昭和43年以前に取得し、かつ5年をこえ心JQJllO保イIしていた
もの（昭和44年4月8日現在で3年を乙える期1m保何してい
たものを含む〉にかかる譲産所得をいう。

旧（譲渡益－30万円） xJ.2…合算課税説本ば雨得税J示こ司
る累進設さ事 <100万円以内の場合は10%～13%程度） ｜ 

新譲渡益一・100万円...・H ・－－分離課税
（居住用は1.000万円）

率 i 売却期間 同霊童t_I必医見｜凹~－I
II週笠」§2:1二世L」墜：＿1._3箆！2_. 7刻
。47.48$中I 15%i 1 .6%11 3.4%1 
// 49.50$¥1一ーヲ5克1-2"1)克，1－τ~o必｜

2. 短期譲渡所得（長期縦波以外の所得）

旧譲渡益ー初万円合算訓税税率は所得税法－による以進税事

新 100万円の特別控除なし
税~i 次のイ．ロ．により計算した税制のうちいずれか高
い万により語！税する。
イ． 譲渡益の所得税は40% 県民税は4%llfJ民税は8%
ロ．総合課税した，ft・郷後に算出された川1li・税（ぷは｛JI
民税）の誕U!I:に係る分の110%刷出荷：i I 

3. 収用対象事業のために土地等を譲渡した場合の特別陀除は
1.200万円
4. 居住用（現に固己居住用のみ〉資産に対する特別住除
1.000万円があるが択の条件による。
イ.3年間に1.000万円程度 ロ．謹渡先が親肱や同族法人の
ときは認めない ハ．土地家箆の合算期より I.000万円
5. 昭和28年1月l目前より保有していた資産に係る譲渡所得
計算上の取得価絡の計掠は収入金額の5%の実際の取得価格
かいすれか高額のfjをとる。
6. 昭和44年中に譲渡所得のあった人は新法、 Ir!法の.nt1で有
剰な/j告を選択できる。 （税務課）

改正された譲渡所得の税

イ
メ
ヤ
ン
タ
ン
ク
を
設
問
す
る
な
ど
‘
運

動
的
世
の
回
出
に
も
火
き
く
白
紙
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

産
岨
四
人
科
関
係
と
し
て

ぃ
陀
児
病
室
は
ほ
と
ん
ど
伺
窓
で
、
ゆ
っ

く
り
と
蹴
援
や
商
会
等
が
で
ぎ
る
よ
う
に

悶
忠
し
、
新
生
児
室
、
米
烈
児
室
、
明
乳

室
、
調
乳
室
な
ど
に
特
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
．
赤
ち
ゃ
ん
の
話
随
的
な
雌
脱
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
関
り
ま
し
た
。

ぎ
た
児
童
偶
祉
法
に
よ
る
助
産
胞
訟
の

指
定
を
き
け
、
経
済
的
理
由
及
び
保
健
上

必
笈
ゐ
る
眠
症
婦
が
、
間
県
の
補
助
に
よ

っ
て
安
心
し
て
分
娩
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

眼
科
関
係
と
し
て

近
年
、
制
絹
で
…
M
U人
が
uz
J
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
川
！
山
刊
院
で
は
、
こ
の
た
び

税

ト
プ
コ
ン
限
・
版
カ
〆
ラ
を
設
問
し
、
内
臓

的
に
閲
迎
性
あ
る
悶
肌
庄
、
時
疾
也
、
附

蹄
婦
、
糖
尿
病
な
ど
の
診
療
に
も
眼
版
検

奇
は
段
通
な
十
刀
法
の
一
つ
と
さ
れ
、
眼
底

カ
メ
ラ
の
開
発
で
、
従
来
に
な
い
す
ぐ
れ

た
診
断
が
で
き
ま
す
。

泌
尿
器
科
関
係
と
し
て

泌
尿
路
糾
に
つ
い
て
は
、
医
師
不
足
か

ら
、
毎
週
火
服
日
と
A
w．附
自
の
午
後
a

附

か
ら
五
時
ま
で
、
専
門
阪
で
あ
る
ふ
品
先

生
の
出
張
で
診
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
ν

入
院
を
要
す
る
場
合
は
、
患
者
の
希
望

に
よ
り
金
沢
大
学
病
院
な
ど
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
通
院
で
き
る
状
態
に
な
る
と

当
病
院
で
治
僚
で
き
る
た
め
、
忠
肴
か
ら

も
よ
る
こ
ば
れ
て
い
ま
す
9

以
上
．
ご
く
附
川
市
に
却
し
ま
し
た
が
、

町
以
内
門
様
か
・り
い
制
さ
れ
、
恋
さ
れ
φ

州
院
作
り
に
勿
h
H
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

（
泊
病
院
）

八
写
真
上

V
ハ
イ
ジ
キ
ン
タ
ン
ク
に
よ
る

全
身
的今月の納純一

町県民税 4期分

1月31日出までに

納めてください。



聞東］ 4 5年 ！月 10日
月刊〈毎月10日発行）ひさあ（察部議易会~）第173号

闘えi芝歳係自主

｜食生活と健康｜

お
茶
と
コ
ー
ヒ
ー

(5) 

怒
い
季
帥
に
な
る
と
、
仕
事
の
合
い
間

ゃ
、
家
族
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
な
と
、

こ
と
に
冬
は
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
機

会
も
多
く
、
現
代
生
活
に
占
け
乙
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

ω

成
分
と
生
即
’作
則
に
つ
い
て
、
そ
の
日
常

生
活
に
お
げ
る
注
意
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。コ
ー
ヒ
ー
、
茶
〈
杭
茶
、
緑
ぷ
）
、
コ

コ
ア
等
に
は
、
共
通
の
成
分
と
し
て
、
カ

フ
ェ
イ
ン
と
、
そ
れ
に
に
た
作
用
を
持
つ

も
の
や
、
タ
ン
ニ
ン
を
含
ん
で
い
ま
す
。

①
カ
フ
ェ
イ

ン
の
作
用

川
興
獅
制
作
用
｜
眠
け
や
疲
労
感
を
と
り

除
き
、
路
地
を
鋭
く
し
、
思
考
力
を

精
進
さ
せ
、
運
動
機
能
を
高
め
、
活

動
能
刀
を
明
大
し
ま
す
。

－
酔
い
を
さ
ま
す

・
乙
ど
も
は
カ
フ
ェ
イ
ン
に
敏
感
で
、

神
経
過
敏
症
や
夜
町
ぎ
を
起
こ
す
乙

と
が
め
る
。

同
強
心
作
川
｜

一
般
に
心
臓
の
収
縮
力

を
唱
し
、
肌
匂
を
広
一
強
し
、
心
臓
、

腎
臓
へ
ゆ
く
肌
桜
島
が
増
え
る
。
脳

の
胤
管
は
収
縮
し
、

一
般
に
頭
痛
を

静
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
タ
ン
エ
ン
の
作
用

－
解
待
作
用
1
桁
器
物
質
の
解
話
刑
と

し
て
働
き
ま
す
。
煙
草
の
ニ
コ
チ
ン

も
、
喫
煙
中
に
茶
を
飲
め
ば
、
あ
る

程
度
諮
を
防
げ
る
と
一五
わ
れ
ま
す
0

．
収
数
作
用

l
粘
膜
や
皮
フ
の
表
面
に

炎
症
等
で
浸
出
液
が
多
量
に
で
る
と

き
、
そ
の
浸
出
を
お
さ
え
表
面
を
ひ

き
し
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー栄
養
的
価
値
は
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
で
あ
る
。
多

日
に
合
む
と
不
規
則
な
脈
や
、
動
気

や
不
眠
症
が
起
乙
る
。
胃
腸
の
粘
映

を
し
げ
き
し
て
カ
イ
ヨ
ウ
の
版
悶
に

な
る
こ
と
が
あ
る
。
動
脈
．
般
化
症
や

心
臓
疾
巡
の
人
は
さ
げ
る
べ
き
で
す

下
問
の
場
合
に
は
食

m中
か
賞
後
に

飲
む
と
よ
く
、
ミ
山
戸
ク
か
ク
リ
ー
ム

を
入
れ
て
飲
め
ば
、
制
限
の
刺
激
作

用
を
柔
ら
げ
る
効
果
が
あ
る
。

紅
茶・
紅
茶
ば

M
m
m作
刷
の
あ
る
成
分
で
、

カ
フ
ェ

ン
の
量
は
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
も

多
い
ら
大
脳
や
筋
肉
に
作
用
し
て、

興
奮
作
間
を
も
た
ら
す
。

乙
の
点
か
ら
も
紅
茶
は
川
ら
か
に
成

人
の
飲
み
も
の
で
あ
る
ω

こ
ど
も
に

は
ほ
ど
よ
く
う
す
め
て
う
え
る
。

に
が
み
の
も
と
｜
紅
茶
の
に
が
み
の

む
と

ω成
分
は
タ
ン
ニ

ン
が
主
で
あ

る
。
タ
ン
ニ
ン
は
便
絡
を
お
乙
さ
せ

る
傾
向
が
あ
る
の
で
一卜
桐
に
よ
い
。

ν
毛
ン
を
人
れ
る
ζ

と
は
、
北
闘

で
は
ビ
タ
ミ
ン
C
の
同
紛
の
滋
味
も

め
る
。

緑
茶－
カ
フ
ェ
イ
ン
の
量
は
寸7
・
ヒ
ー
や
綜

茶
に
く
ら
べ
て
更
に
多
い
。

・
ビ
タ
ミ
ン
C
l
M
w
mに
は
ビ
タ
ミ
ン

C
が
盟
副
に
合
ま
れ
て
い
る
。

・
ビ
タ
・
ミ
ン

A
l
策
に
は
カ
ロ
チ
ン
（

体
内
に
は
い
っ
て
ビ
タ
ミ
ン

A
に
な

る
）
が
挫
留
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
水
溶
性
で
な
い
の
で
揚
の
中
に

と
け
ず
、
葉
を
食
べ
な
い
か
ぎ
り
A

の
働
き
は
期
待
で
き
な
い
。

－
緑
茶
と
肉
食

緑
茶
は
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
か
ら

敵
性
食
品
で
あ
る
肉
や
米
と

一
諸
に

と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
ょ
い
と
し
の
茶

茶
の
拡
に
合
ま
れ
る
水
溶
性
の
タ

ン
パ
ク
質
が
、
夜
の
問
に
変
他
し
て

街
山
な
作
川
脅
す
る
乙
と
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
液
を
こ
し
て
水
を
切

っ
て
お
け
ば
、
長
時
間
お
い
て
も
心

寸
」
国
民
年
金
の

一

へ

加

入

手

続

き

を

ノ・

一

F
U

成
人
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

た

わ

閃
民
年
金
を
と
存
じ
で
す
か

も

4
C

国
民
年
金
は
、
二
O
才
以

4
4
な

上
の
人
で
厚
生
年
金
ゃ
、

共

さ

十

済
組
合
、
他
の
年
金
制
度
に

i
、

．
可

加
入
し
て
い
な
い
州
民
家
の
人

・’
ハ
一

ゃ
、
自
首
撲
に
従
事
す
る
人

阿
見
一

た
ち
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

「
｜
一

ら
な
い
制
度
で
す
。

年
金
と
い
う
の
は
、
み
な
さ
ん
が
、
老

会
、
陣
宮
、
死
亡
と
い
っ
た
人
聞
が
生
活

す
る
う
え
で
防
ぎ
き
れ
な
い
事
般
に
対
し

て
、
み
ん
な
で
お
余
を
出
し
合
い、

国
が

打
開
し
て
、
そ
れ
ら
の
不
事
を
年
金
で
お

ざ
な
う
制
限
で
す
。

楠
祉
国
家
を
目
指
す
我
が
国
の
同
民
と

し
て
、
社
会
保
障
制
度
に
加
入
す
る
ζ

と

も
大
き
な
義
務
で
あ
り
権
利
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
圃
民
年
金

配はないv。
ココア
－筋肉の疲労を同復する

－大脳をあまり刺激しないので不眠

を招くおそれはない。

～fill～＼矧＼～合＼有～物_Iタンニ%ン｜｜カフェイ%ン
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茶 ・コーヒーのカフェィ
ンとタンニンの含有店主

と
い
う
制
度
を
よ
く
即
僻
さ
れ
、
一
一O
才

に
な
ら
れ
た
月
に
必
ず
国
民
年
金
係
で
加

入
の
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
乙
と
が
あ
り
交
し

た
ら
国
民
年
金
係
で
ご
相
談
く
．
た
さ
い
。

。
ね
ん
ぎ
ん
保
険
料
が

あ
な
た
の
将
．
米
を
守
り
ま
す
。

〈民
生
課）

…
成
人
者
名
簿
追
加
・
訂
正
…

十
二
月
号
（
第
一

じ
二
m．3
「
あ
さ
ひ
」
に

次
の
方
々
を
追
加
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

八

追

加

V

常

時

地

区

舘

久

実

依
川

地

民

勝
田
消
江
、

民
仲
介
美
枝
子

泊

一

区

宮

崎

惚

一

的

二

限
価
口
容
江

泊

三

区

殿
村
幹
夫
、
舘
五
郎

清
水
良
子
、
飛
回
避
子

商
品
恭
子

五
筒
圧
地
区

間

保

地

民

江
測
む
つ
子

大
家
圧
地
区
森
野
道
子

山

崎

地

区

九

鬼

泊

美

．

稲

荷

緩

境

地

民

町

服

建

命

。
、
水
島
定
行

八
訂

正
V

泊

二

区

－
－松
田
小
夜
子
↓
松
下

大
家
圧
地
区
山
本
京
子
l
v森
野

泊

三

区

間
啄
木
由
紀
子
↓
域
本

（
教
育
蚕
員
会
）

祝

成

人

式

日
時
一
月
十
丘
日
午
前
十
時

会
場
泊
小
学
校
講
堂

八
成
人
者
数
〉

閣内

一
三
六
名

女

一

九

二
名

計

三
二
八
名

保
育
所
入
所
申
込
み
は

1
月
刊
日
か
ら
幻
自
ま
で

附
如
凶
十
五
年
凶
月
か
ら
、
わ
利
子
臓
の

保
育
所
入
所
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
一
月

十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
聞
に
、

最

寄
り
の
保
育
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
書
は
各
保
育
所
に
あ
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
者
は
、
申
込
留
に
、

昭
和
四
十
四
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

壊
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
さ

れ
な
い
と
、
保
育
料
算
定
並
び
に
入
所
決

定
等
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願

い

し

ま

す

。

（

民
生
課
〉

軍
人
恩
給
（
一
時
恩
給
）
に
つ
い
て

旧
市
人
で
、
迎
縦
二
カ
年
以
上
勤
務
さ

れ
た
万
に
対
し
、

一
時
恩
給

（
一
時
扶
別

料
）
が
支
給
き
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

軍
恩
連
現
地
区
投
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

。

（

民

生

課

）

a且
τ
n
Oヲ
t
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…
選

は

ω

・：：・
知
っ
て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識
j
i
－－－：・…

。
ヵ
メ
タ
の
選
挙
違
反

く6)

挙

と

一、

も
し
も
し
カ
メ
よ
カ
メ
さ
ん
よ

社
会
の
う
ち
で
お
ま
え
ほ
ど

選
挙
に
よ
わ
い
も
の
は
な
い

ど
う
し
て
正
直
正
周
囲
な
の
か

二
、
何
と
お
っ
し
ゃ
る
ウ
サ
ギ
さ
ん

そ
ん
な
ら
お
ま
え
の
お
伴
し
て

選
挙
事
務
所
へ
行
き
ま
し
ょ
う

よ
く
よ
く
や
り
方
教
わ
ろ
う

三
、
ど
ん
な
に
カ
メ
は
な
ら
っ
て
も

選
挙
法
な
ぞ
わ
か
り
平
せ
ぬ

か
も
う
も
の
か
と
決
意
す
る

軒
な
み
家
な
み
た
の
み
乙
む

凶
、
乙
れ
は
出
す
ぎ
た
し
く
じ
っ
た

お
ま
わ
り
さ
ん
に
つ
か
ま
っ
た

一．ウ
サ
ギ
に
だ
ま
さ
れ
す
す
め
ら
れ

正
直
一
ず
に
ま
わ
っ
た
の
」

選
挙
違
反
で
っ
か
ま
る
多
く
は
、
そ
の

運
動
の
初
心
者
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

た
き
つ
け
ら
れ
、
会
の
役
員
に
そ
そ
の
か

さ
れ
、
白
昼
堂
々
と
個
別
訪
問
を
や
ら
か

し
、
刑
事
に
見
つ
か
っ
た
り
、
反
対
派
に

通
報
さ
れ
て
つ
か
ま
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
運
動
員
は
、
後
援
会
、
友
の
会
弧
張

の
形
で
、
選
挙
運
動
期
間
前
に
そ
の
任
務

を
完
了
し
て
い
る
で
あ
る
。
選
挙
に
な
っ

て
蹴
き
ま
わ
る
の
は
、
敵
の
侵
怖
を
防
止

す
る
程
度
の
行
動
だ
か
ら
滅
多
に
遊
反
に

は
か
か
ら
ぬ
。
だ
か
ら
取
り
締
り
は
0

．サ

コ
を
揃
え
て
大
魚
を
逃
す
グ
こ
と
に
な
る

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

棄
権
防
止
よ
り
危
険
防
止
を

松
戸
市
が
、
棄
権
防
止
の
為
に
、
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
等
の
景
品
抽
選
付
入
場
券
を
出

す
こ
と
に
し
た
と
か
。
選
管
は
こ
れ
ま
で

も
、
繁
権
防
止
対
策
に
ヤ
ッ
キ
と
な
っ
て

き
た
が
、
こ
の
松
戸
市

ω対
策
に
歪
つ
て

は
、
末
期
的
症
状
で
、
話
の
外
で
あ
る
よ

う
だ
。
た
．
た
、
棄
権
防
止
の
こ
と
に
つ
い

て
探
く
考
え
な
お
す
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
点
だ
け
は
認
め
て
も
よ
い
と
思
う
。

な
ぜ
楽
権
す
る
か
ο
①
信
頼
で
き
る
政

党
が
な
い
か
ら
、
⑦
自
分
の
代
表
に
値
す

る
人
が
な
い
か
ら
、
①
ど
の
人
が
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
＠
政
治
に
全
く
関
心
が

な
い
等
と
い
う
理
由
ら
し
い
。
①
、
①
の
場

合
は
棄
権
す
る
権
利
の
行
使
を
実
践
す
る

人
々
．
た
か
ら
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。

し
か
し

こ
れ
は
少
数
の
人
の
よ
う
で
あ
る
。
①
、

＠
の
人
々
が
非
常
に
多
い
。
余
り
に
も
多

す
ぎ
る
。
と
の
分
厚
い
周
の
人
々
こ
そ
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
や
会
の
幹
部
の
段
も
好
ま
し

い
対
象
な
の
で
あ
る
。
運
動
員
の
ガ
で
は

。
純
真
む
く
な
万
々
よ
h
q

と
苦
笑
い
し
て

い
る
よ
う
に
、
実
質
は
政
治
的
に
は
hu

潤

情
無
知
。
に
近
い
ζ

と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
純
真
に
む
く
で
な
く
り
潤
昏
に
向
く

。
と
か
。
純
侵
で
あ
り
汚
に
向
く
。
と
い

っ
た
ふ
う
に
な
り
や
す
い
人
々
な
の
で
あ

る
。
即
ち
、
こ
っ
そ
り
と
物
で
た
の
ま
れ

や
す
い
人
、
ま
た
は
選
挙
場
ま
で
の
足
代

と
か
、
日
当
と
か
の
名
目
の
オ
カ
ネ
を
も

ら
っ
て
喜
ぶ
人
、
親
切
C
な
し
の
口
取
や

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
車
に
便
乗
し
て
選
挙
場
へ

行
く
人
々
、
親
分
の
後
提
会
、
友
の
会
、

選
挙
事
務
所
へ
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
出
か
け

ヤ
カ
ン
ザ
ケ
で
即
座
に
洗
砧
を
受
け
て
し

ま
う
入
、
こ
れ
ら
の
人
・
々
が
乙
の
屈
に
沢

山
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
元
々
、
h
q

純
情
む
く
o
の
人
々
で

あ
る
か
ら
、
本
来
の
性
に
庚
せ
ぬ
わ
げ
で

も
あ
る
ま
い
。
自
分
た
ち
が
わ
ず
か
な
代

償
で
人
権
を
売
る
こ
と
の
哀
れ
さ
と
、
余

り
に
も
掛
劣
な
人
聞
と
し
て
馬
鹿
に
さ
れ

切
っ
た
取
般
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
怒

り
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

選
挙
権
は
権
利
で
あ
る
。
権
利
は
放
棄

で
き
る
も
の
。
放
棄
さ
せ
ぬ
為
に
は
政
党

も
候
補
者
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
乙

と
で
あ
る
c

付
和
雷
同
的
な
無
自
覚
の
権

利
の
行
使
は
、
国
成
を
、

自
治
政
を
あ
や

ま
る
も
甚
だ
し
い
。
権
利
の
冒
と
く
で
あ

る。
名
者
欲
や
利
権
額
で
立
候
補
す
る
も
の

が
当
選
せ
ぬ
よ
う
、
選
挙
権
を
無
自
覚
で

行
使
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
乙
と
で
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、

一
日
も
阜
く
生
漉
教
育
の

制
度
を
確
立
し
、
そ
の
一
環
に
公
民
教
育

の
徹
底
を
凶
る
以
外
に
道
が
な
い
と
思
う

（
朝
日
町
明
正
選
捗
推
進
協
議
会
）

金宗 A ⑤~砂
境
地
区
の
健
康
e

つ
く
り
運
動

附
和
四
十
二
年
度
に
境
校
下
住
民
健
康

診
断
の
結
果
、
一
般
に
胤
圧
が
商
く
、
動

脈
硬
化
症
が
多
／
＼
朝
日
町
で
一
位
と
の

統
計
が
出
た
。
朝
日
町
で
は
、
四
十
＝
一
年

度
か
ら
健
康
づ
く
り
モ
デ
戸
地
区
に
指
定

し
、
mm部
保
健
所
の
指
導
を
受
け
て
い
る

最
初
は
受
診
者
も
少
な
か
っ
た
が
年
二

~~~ 
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A
岨

I
n
h
u
n
6

め
に
、
学
習
意
欲
を
盛
り
立
て
な
が

ら
背
年
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
」
背

青
年
団
に
は
い
ろ
う

働
く
部
門
年
の
皆
さ
ん
／

悔
い
な
き
人
生
は
悔
い
な

き
背
番
に
始
ま
る
と
骨
一
回
わ

れ
て
い
ま
す
。

背
春
時
代

は
す
ば
ら
し
い
人
生
の
創

造
別
で
あ
り
、
建
設
期
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

青
春
は
二
度
と
か
え
り
ま

せ
ん
。
青
春
時
代
を
よ
り

よ
く
過
ど
す
た
め
に
「
郷

土
社
会
の
建
設
に
、

今
後

の
日
本
を
担
っ
て
ゆ
く
た

回
の
受
診
で
各
自
の
認
識
が
悶
ま
り
、
十

一
月
に
は
婦
人
の
受
診
率
は
八

O
%以
上

に
向
上
し
た
。

食
生
前
改
茜
の
た
め
栄
養
教
室
を
開
設

し
、
毎
月
十
五
日
の
公
休
日
に
講
義
を
受

貯
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
料

理
実
習
を
続
け
て
い
る
。

と
く
に
高
血
圧
、
動
脈
硬
伯
症
が
多
い

の
は
塩
分
の
取
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
の

事
で
、
味
噌
を
二
十
五
戸
に
つ
い
て
調
・一

の
結
果
、
非
常
に
塩
分
の
多
い
事
が
わ
か

っ
た
。

次
回
の
栄
盛
教
輩
で
は
強
化
昧
噌

の
泊
り
万
の
指
導
を
受
け
る
郁
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
栄
義
教
室
の
あ
と
で
、
健
康
体
操

の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
食
生
活
の
改
善
と
健
康
体

蹴
の
普
泣
に
つ
と
め
、
明
る
い
阿
づ
く
り

に
と
励
ん
で
い
る
。
（
連
合
川
知
人
会
）

年
間
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
町
内
に
は
各
校
下
ご
と
に
青

年
団
が
あ
り
、
青
年
達
が
自
分
の
悩

み
や
苦
し
み
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

カ
い
っ
ぱ
い
励
ん
で
い
ま
す
。

若
人
の
皆
さ
ん
／

青
年
団
に
入
っ
て
自
己
の
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
朝
日
町
連
合
青
年
団
）

－＝，、・・＂＂’‘.

図

書

館

だ

よ

り

八
新
着
図
書
〉

黄
金
の
吾
一口

業

亀

井

勝

一
郎

若
い
尽
を
ど
う
生
き
る
加
藤
日
出
男

若
い
人
の
た
め
の
交
際
読
本
姻
秀
彦

花
机
の
遊
び
方

淡
路
ま
も
る

国

民

の

文

学

海

音

寺

潮

五

郎

優

雅

な

痴

人

た

ち

泉

大

八

朱

躍

の

謹

五

木

寛

之

捕

れ

た

銭

掲

山

李

之

社

長

の

椅

子

依

卸

随

戦
い
す
ん
で
日
が
謀
れ
て
佐
藤
愛
子

斬

る

捺

到

E
E

世
w
u
r
i

－－EI

分

離

の

時

間

松

本

消

彊

白
い
巨
培
（
統
）
山
崎
豊
子

鬼

火

横

溝

正

史

徳
川
秀
忠
の
妻

育
屋
信
子
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町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

ー
町
体
協
・
体
育
指
導
委
員
の
懇
談
会
l

女
子
①
泊
二
区
①
南
保

八
個
人
戦
V

男

子

一

部
U
①
竹
内
衛
（
笹
川
）

①
吉
江
修
（
五
箇
庄
）

二
部
H
①
鋼
昌
俊
雄

（山
崎
）

①
寺
崎
和
雄
〈
泊
二
区）

①
国
枝
乙
美
（
泊
二
区
）

①
穴
平
久
美
子

（
泊
二
区
）

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

が
よ
り
さ
か
ん
に
な
り
、
ま
た
町
長
の
施

政
の
目
標
に
も
あ
る
健
康
づ
く
り
が
少
し

で
も
よ
く
な
る
か
と
、
去
る
十
二
月
九
日

町
体
協
と
町
徳
育
指
導
員
と
の
は
じ
め
て

の
懇
談
会
が
も
た
れ
た
。
体
協
側
か
ら
は

鹿
照
会
長
を
は
じ
め
各
地
区
会
長
、
理
事

長
及
び
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
長
ら
三
十
余
名

出
席
、
体
育
指
摘
押
員
協
議
会
は
指
摘
押
委
員

十
四
名
、
ま
た
町
当
局
か
ら
加
勝
助
役
、
小

川
教
育
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。

本
団
体
育
指
導
委
員
協
議
会
長
を
司
会

者
と
し
て
い
ろ
い
ろ
意
見
が
交
換
さ
れ
た

が
、
次
の
こ
と
が
主
と
し
て
要
掛
さ
れ
た
。

①
地
区
ご
と
の
ス
ポ
ー
ツ
の
催
し
を
盛
大

に
し
、
そ
の
指
導
を
す
る
こ
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
方
法
と
し
て
今
後
非
常

に
大
切
な
ζ

と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に

は
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
車
が
是
非
必
要
で
あ

る。

①
町
営
プ

l
wの
浄
他
装
置
は
来
年
度
必

，
ず
設
備
し
て
ほ
し
い
。

①
次
代
を
に
な
う
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

プ
を
つ
く
る
よ
う
お
互
い
に
研
究
し
努

力
す
る
。

な
お
、
今
後
向
者
が
協
力
し
て
き
め
細

か
な
活
動
を
す
る
た
め
に
も
、
第
一一仰
の

懇
談
会
を
、
楽
番
組
当
な
時
期
に
開
催
す

る
と
と
を
確
認
し
七
。

第
＋
六
回
町
民
事
球
大
会

(7) 

（十
二
月
七
日

八
団
体
戦
〉

男
子
①
泊
二
区

①
泊
三
区

泊
高
校
）

健
康
づ
く
り
を

女
子

一
行

事

案

内

一

第
十
一
回
町
民
柔
道
大
会

期
日
一
月
十
八
日
（
日
）

場
所
桜
町
公
民
館

第
十
四
国
町
民
ス
キ
l
大
会

期
日
二
月
八
日
（
日
〉

予
備
二
月
十
一
日

三
峰
ネ
キ
1
場

へ朝
日
町
体
育
協
会
）

会
場

新
し
い
技
術
で
適
職
を

ー
職
業
訓
練
生
の
募
集
ー

富
山
県
立
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
は
じ
め
て
職

業
に
つ
こ
う
と
す
る
人
、
転
峨
の
た
め
あ

ら
た
な
臓
業
に
つ
こ
う
と
す
る
人
た
ち
に

産
業
界
が
股
近
も
っ
と
も
必
要
と
し
て
い

る
知
識
や
技
能
を
短
期
間
で
教
え
、
新
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
技
能
者
を
養
成
し
て
、

就
職
の
機
会
を
増
大
す
る
た
め
の
施
設
で

す。。訓
練
職
種
及
び
訓
練
期
間
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な
く
て
も
再
来
年
の
食
糧
は
十
分
あ
る
と

予
慰
ぎ
れ
て
い
ま
す
。

次
は
米
側
の
問
題
で
す一
。
昨
年
は
稲
作

特
別
対
策
事
業
費
と
し
て
二
．
一
五
億
円
の

補
助
金
が
出
ま
し
た
が
、

ζ

に
か
く
揖
え

置
か
れ
ま
し
た
3

こ
と
し
も
据
え
置
か
れ

れ
る
可
能
性
が
強
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て

当
然
の
事
な
が
ら
、
食
糧
管
理
制
度
を
堅

持
し
て
行
く
為
に
は
、
ど
う
し
て
も
米
の

作
付
け
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
外
、

農

業

経

営

を

合

理

化

し

農
家
自
身
の
中
白
か
ら
は
、
農
業
労
働
力
不

足
の
問
題
、
あ
る
い
は
労
働
力
の
老
令

良

質

米

を

安

く

生

産

し

よ

う

化
、
並
び
に
質
の
低
下
問
題
、
農
業
後
継

内
外
情
勢
の
激
変
に
よ
り
、
わ
が
国
心
者
不
足
問
題
、
素
案
佑
問
題
等
・ペ
教
え
上

農
業
は
が
っ
て
な
い
重
大
な
危
機
に
直
面
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
外
国

し
、
と
れ
に
対
応
す
る
為
の
農
政
の
刷
新
か
ら
は
、
農
産
物
の
自
由
化
問
題
も
で
て

が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
き
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
と
の
際
、
米
の
問
題
に
つ
い
そ
れ
に
し
て
も
農
業
も
進
歩
し
た
も
の

で
昨
年
を
ふ
り
か
え
り
、
新
し
い
年
へ
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
朝
日
町
の
米
の
出
向

農
業
の
心
構
え
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
量
だ
け
を
み
て
も
、
乙
の
十
年
間
に
七

C

第
一
に
は
余
蒋
米
の
問
題
が
あ
り
ま
す

%
も
出
荷
増
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
反
収

こ
と
し
の
秋
に
協
来
年
米
が

一
粒
も
と
れ

を
み
て
も
、
問
じ
く
十
年
間
で
は
丁
度
二

e
o文

ss－qey
h

お企NAy
－－x
b

史おも主
父‘．S
N
S
QS
x
b

－R込山、氏
、‘求、‘
．守
訳、、

密

施

の

ー
。
め

通

で

除

は

り

流

雪

と

雪

り

放

と

実

次

す

た

交

要

斉

し

な

下

な

と

除

あ

（

）

リ
・

関

を

、

ま

な

は

重

一

流

に

、

的

く

た

も

車

謀

／

・

機

雪

め

し

分

雪

て

の

雪

と

し

画

招

ま

と

駐

。

設

』

ど

係

除

た

い

十

除

め

会

。

な

こ

査

計

を

、

こ

の

い

建

宅

関

な

る

願

不

の

極

内

い

画

く

調

、

滞

り

る

で

き

（

z
円
J

ど

確

図

お

が

地

も

町

さ

計

招

の

え

。
渋

な

す

上

だ

4
ノ

な

適

を

を

来

街

ら

、

だ

無

を

理

う

い

の

と

凄

路

く

旬
開

‘県

速

保

力

始

市

か

て

く

る

筈

処

の

さ

通

害

損

は

て

－

g
y迅
確

協

と

に

上

み

力

よ

災

未

慮

だ

ま

障

を

者

し

こ

圏

、

の

ど

あ

特

動

を

協

に

ぬ

流

考

く

は

な

両

有

意

ー

ド

て

通

の

の

、

活

会

ご

水

わ

水

分

て

車

き

車

所

注

aヨ
で

し

交

位

し

き

防

機

ど

用

思

取

十

し

駐

大

の

の

う

畳

＝

町

持

路

各

ろ

招

惜

の

な

、

、

ず

を

施

上

の

ら

両

よ

E
、

、

稚

道

民

お

を

ん

雪

’

る

道

る

必

響

実

路

業

れ

車

い

同
問

え

を

の

住

雪

滞

ろ

降

す

治

よ

、

影

を

の

作

乙

、

な

U
U
遺

制

線

、

の

渋

ち

、

施

、

に

で

す

業

期

雪

り

で

し

時
時

を

体

幹

モ

根

の

も

ら

実

構

等

の

ほ

作

雪

除

た

の

を

H
U
期

力
．
要

い

屋

通

は

か

を

側

水

す

及

し

降

に

あ

す

）

叫
唱

雪
割
問
重

qJ

交

と

す

雪

踏

ま

に

流

も

に

ま

樫

i
降

駄

L

K

ω

ω

ω
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O
Mゆ
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
農

業
技
術
が
進
歩
し
た
も
の
か
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
前
述
の
如
く
、
米
の
情
勢
は
非

常
に
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
然

米
の
作
付
制
限
は
押
し
進
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
ら
、
米
以
外
の
作
物
で
何
が
有
利

か
、
今
の
内
に
よ
く
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
米
作
り
は
農
業
経
営
を
企
業

的
セ
ン
ス
で
合
理
佑
し
、
良
質
米
を
安
く

生
産
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
基
盤
で
あ
る
圏
場
を
穏
催
し
、
大

型
機
械
を
共
同
利
用
し
て
、
で
き
る
だ
け

労
力
を
省
く
こ
と、

品
種
を
統
一
し
て
集

団
で
栽
培
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
リ
て
始
め
て
、
米
を
安
く
生
産
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
入
善
農
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

寄｜｜

付

マ
北
海
道
在
住
の
波
間
三
郎
兵
衛
氏
（
宮

崎
出
身
〉
か
ら
、
宮
崎
小
学
校
に
対
し
、

児
童
用
図
書
類
一
式
「
百
万
円
分
）
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
上
を
借
り
て
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
ま

す

。

（

教

育

委

員

会

）

マ
朝
日
町
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
協
議
会
の

朝
日
石
油
、
大
谷
石
油
、
三
井
物
産
給
油

所
、
浜
岡
石
油
の
四
店
か
ら
、
お
議
事
を

廃
止
し
、
社
会
事
業
の

一
助
に
と
金
六
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
ど
・お
机
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
町
長
室
）

！善i
：思：

lの！
i窓！

つ
ぎ
の
方
々
の
C
芳
志
に
感
淵
い
た
し

ま
す
d

一
、
中
井
世
代
子
（
富
山
市
）

社
会
福
祉

事

業

に

二

、

0
0
0円

一
、
平
柳
青
年
団
（
平
柳
）

史
歳
未
た
す
け
あ
い

五
、

C
O
O円

て

匿

名

（

月

山

）

歳

末

た

す

け

あ

い

て

0
0
0円

一
、

匿

名

（
荒
川
）

社
会
福
祉
事
業
に
五
、

0
0
0円

一、

中
川
薙
一
（
本
町
）

社
会
福
祉
事
業
に
五

O
、
0
0
0円

（
朝
日
町
善
意
銀
行
）

今年もみんなで

小さな親切を

贈りあいましょう

⑨ 朝日町
善意銀行

よ

ろ

こ

び

の

人

マ
山
崎
新
H
水
野
正
、
三
枚
橋
H
藤
田
の

り
子

マ
山
崎
新
U
水
野
甚
之
輔
、
入
叫
市
町
H
内

島
美
喜
子

マ
東
草
野
H
谷
克
三
、
南
保
H
H
小
坂
幸
子

マ
道
下
リ
浜
西
宏
史
、
入
苦
町
リ
府
川
洋

子
A
横
尾
リ
大
平
忠
、
月
山
H
閥
村
民
子

マ
南
保
川
川
小
林
秀
孝
、
殿
町
H
横
聞
政
一
寸

マ
泊
H
鈴
見
正
文
、

三
枚
橋

H
M蹄
凹
和
美

マ
道
下
H
道
用
晃
雄
、
月
山
川
西
村
叔
子

マ
月
山

U
狩
谷
常
正
、
三
枚
橋
日
藤
削
卜

シ
子

マ
道
下
H
藤
田
征
二
、
入
善
町
H
H松
原
恭

子
マ
境
H
水
島
脱
康
、
魚
津
H
河
岸
旦
リ
子

マ
沼
保
H
中
村
直
次
郎
、
高
出
市
H
五
嵐

フ
ミ医
同
い
叩
ト川
崎
恒
一

0
・蛭

谷

松

原

俊

一

長

女

桔

子

マ
泊

桑

畑

和

男

二
女

美

和

マ
境

中
村
松
夫

長
女

か

お

り

マ
高
橋

山
本
清
吾

二
男

守

マ
道

下

米

丘

善

治

医

女

利

｛
〉
平
柳

小
坂
憲

司

長

男

震

央

マ
山
崎
上
不
収
治

長

女

美

智

子

｛
〉
横
尾
島
端
信
久

二
女

恵
子

［

V
沼

保

藤

田

義

明

長

男

直

マ

山

崎

水

野

一…
班

長

男

勝

哉

マ
山
崎

名

越

忠

長

男

雅

明

マ
舟
川
新

山

崎

久

夫

二

女

あ

ゆ

み

マ
赤
川

浜

凹

光

男

長

女

陽

子

な
く
な
っ
た
人
一

マ
蛭
谷

マ
泊
マ
山
崎

マ
赤
川

マ
牒
嫁

米
正
清
次
郎

美
佐
健
二

水
野
源
蹴

浜
川
長
太
郎

杉
本
照
子

（
七
九
才
）

（
一
六
才
〉

（
七
四
才
）

（
八

O
才）

（
三
八
才
）

八
朝
日
町
の
人
口

V

（
十
一
月
三
十
日
現
在
）

男

九

、
三
八

O
人

女

一
O
、
七
七

一
人

計

二

O
、

一
五

一
人

世

帯

数

五

、

O
四
四
世
情

一

網

集

兼

発

行

朝

日

町

役

場

一
印

刷

所

阿

越

印

刷

一

送

料

六

円

一
定

価

六

円

一
郵

便

番

号

九

三

九

l
O
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